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研究成果の概要 :

本研究は、平安貴族の都市的なく居住形態と住宅建築〉を課題とする。第一に、同居など相続人

と被相続人の親密な関係が伝領の契機 とする見方などを提示 し、第二に、寝殿造の成立・展開

を近世の公家住宅にまで視野を拡大して把握 した。第二に、宇多院・朱雀院や堀河院など里内

裏系邸第を詳細に検討 し、第四に、右大臣藤原実資家の制裁権を検非違使や他の家との相関か

ら分析 した。第五に、平城京 。宇治 。鳥羽・鎌倉を取 り上げ、平安京と比較検討 した。
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1.研究開始当初の背景

(1)本研究は、平安貴族の都市的なく居住形
態 と住宅建築〉を課題 とする。従来、居住の
論点では平安貴族の婚姻居住規制のあ り方
が、妻方居住・夫方居住 。新処居住などの各々
の比重とその変遷に着 日して検討され、多大
な成果を蓄積する。 しかし、婚姻居住に局限
され、それ以外の問題の究明が不充分である。

(2)住宅の分野では、建築史を中心に寝殿造
の成立と構造などが分析され、儀式論と婚姻
形態論が対立する。一方、考古学の発掘によ
り、平城京 。平安京では貴族住宅の遺構が検
出されるが、寝殿造との接合が不充分である。
また、邸第の法的性格のあり方などは考察が
手薄である。

2.研究の目的



(1)本研究は、平安貴族の都市的なく居住形
態 と住宅建築〉の総合分析 を課題 とし、 この

分野か ら平安時代や平安京 を認識す る視座
を獲得す る。

(2)第一に平安貴族の居住形態であるが、
従来、この問題は婚姻居住規制に変換 され検
討 されるが、本研究では平安貴族が相互に邸
第を融通・貸借する事実に着 目する。 この事
実 と婚姻居住の変遷 の接合が さらに課題で
ある。

(3)第二に貴族住宅 とくに寝殿造の成立を

解明す るの寝殿造は 10世紀中ごろか ら 11世

紀初頭 ごろに成立するが、史料が希少で、成

立の実態は不分明である。

(4)第二に、貴族住宅の発掘事例を綿密に分

析する。近年、平安京では冷泉院や高陽院な

ど特定の貴族住宅や、方一町規模宅地が調査

され、数多 くの新鮮な知見が蓄積 される。発

掘事例は文献史料の希少 を相 当に補完す る。

(5)第 四に、貴族の邸第 とく外部〉との関連を

対象 とす る。邸第の門は〈外部〉との境界であ

り、国家 との関係では法的な自律性の程度な

どが課題である。

3.研究の方法

(1)第一の居住の問題は従来、日本史の分野

で検討 され る。一方、第二の寝殿造は建築史

で分析が遂行 され、第二の発掘事例は考古学

の発掘調査で検討 され る。第四の邸第の法的

性格は 日本史の専門領域である。 したがって、

本研究は 日本史・建築史の研究者で組織 され

る。また、発掘事例の検討には考古学の方々

に研 究協力者 として ご参加 いただ く。 日本

史 。建築史・考古学・庭園史の諸分野の協同

で、平安貴族の居住 と住宅を総合的に分析す

る。

(2)具体的には、第二の寝殿造の論点は大臣

大饗や臨時客などの儀式や、婚姻居住のあ り

方である。これ らは 日本史の領域 と言え、建

築史と日本史の共同作業で解決を目指す。

(3)第二の貴族住宅の発掘事例は建築史的
あるいは文献的な分析が充分ではない。考古

学 と共同で、発掘事例を精緻に検討 し、従来
の寝殿造を検証する。

4.研究成果

(1)第一の課題では、伝領の観点から貴族の

邸第のあ り方を検討 し、従来の邸第論の問題

点を探索 した。従来の伝領論では、女性 。男

性の性別が重視 されるが、議論に行き詰ま り

感があ り、同居など相続人 と被相続人の親密

な関係が主要な契機 とす る見方を提示 した。

また、貴族の居住が 「婚姻居住J論の分野で

発展するので、婚姻居住規制の問題 と、婚姻

居住を批判する 「寄住J論を合わせて検討 し

た。

(2)第二の課題では、寝殿造の成立・展開

を近世の公 家住宅にまで視野 を拡大 して把

握 した。そこから寝殿造の本質を不変の寝殿

―アプローチー前庭の配置構成 とし、その視

角か ら成立を見通 した。また、寝殿造論に大

きな影響 を与えた裏松固禅 の業績 を分析 し、

今後の課題を提示 した。

(3)第二の課題では、①宇多院の発掘を取

り上げ、最近の調査を含めて、宇多院の遺構

を根本的に再検討 した。また、宇多院の所在

に関する文献史料も検討 し直し、問題点を指

摘した。②1973年発見の朱雀院跡の掘立柱建

物を当時の測量技術などを勘案 し、再検討 し

た。その結果、調査報告の内容を方角・建物

の規模などで修正 し、正方位の大型の建物が

復元可能となった。③未周知の平安京左京四

条三坊四町を紹介 し、この地点が藤原公任の



四条宮の蓋然性を強調 した。④邸第の内部の

土器などの出士遺物を厳密に検討し、その点

から邸第の内容を考察 した。⑤高陽院・冷泉

院や堀河院な ど里内裏系邸第の調査 を比

較 。対照 し、庭園と邸第の関係を分析 した。

とくに、堀河院は最近の発掘で新知見が蓄積

され、従来の遺構の見直しを行つた。⑥平安

京と平泉の寺院庭園を取 り上げ、両者の密接

な類似性を指摘した。

(4)第 四の課題では、貴族の邸第の内部と外

部 との連関を、右大臣藤原実資家を素材に検

討 した。すなわち、実資家とその周辺で発生

した犯罪の処罰のあり方から、実資家の制裁

権を検非違使や他の家 との相関から分析 し、

実資家の内部と外部の連関を考察した。また、

貴族の邸第から多様な宗教遺構 。遺物が出土

し、その位置づけが必要となるので、宗教施

設 。行為を文献史料から網羅的に収集 した。

(5)第一から第四の課題以外に、平安京以外

の都市を取 り上げ、相互の比較に留意 した。

①平城京の宅地の構造と変遷を検討 し、平安

京との差異を指摘した。②宇治の都市遺跡を

文献と発掘の両面から検討 し、11世紀後半に

画期を認知できると評価 した。従来は 12世

紀初頭が重視されるが、宇治の発展過程が微

細に考察可能となった。③鳥羽や④鎌倉の武

家屋敷やの時期的な変遷を取 り上げた。鎌倉

は実地に調査 し、遺構 。遺物の認識を深めた。

(6)さ らに、貴族の邸第論から平安京都市論

の再考察が必至となり、邸第の対極の小規模

宅地―行門・戸主制を平城京にまで立ち返 り

検証した。その結果、あらためて平安京を多

面的に認識する必要を痛感 した。

(7)(1)は 従来の伝領論を大きく超え、

今後の展開が期待される。 (2)は寝殿造の

理解に見直しを迫 り、論者の反応が待たれる。

(3)は貴族住宅の遺構を始めて再検討 し、

とくに宇多院 。朱雀院は既往の成果を塗 り替

えた。里内裏系邸第の集中的な分析は庭園だ

けでなく、寝殿造の実体を解明する。 (4)

はさらに検討を加える必要があるが、宗教関

係の発掘・文献両面の考察は従来皆無である。

(8)以上の成果は、各々を論文に仕上げ、

報告書を刊行する計画を進行中である。
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